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さいたま市議会６月定例会 6月 6日開会！ 
 

6月 6日から 6月 29日の 24日間の日程で６月定例会が開かれています。 

6月定例会冒頭、議会運営委員会や各常任委員会、予算委員会等の再編・正副委員長の選挙が行

われました。私は引き続き議会運営委員会の委員長に選任いただきました。あわせて予算委員会

の理事を務めることになりました。常任委員会の所属については、市民の皆様からのご要望の多

い道路、河川、公園等の整備などを所管します「まちづくり委員会」への配属が決まりました。

気持ちを新たにし、これまで以上に皆様の声に耳を傾け、市民視線に立って議案審査、そして政

策提案を進めてまいります。 

今議会に市長より提出された議案は（専決処分報告議案 3件、予算議案 3件、条例議案 12件、

一般議案 2件、道路議案 2件、人事議案 1件）合計 23件です。今後、15日から開かれる各常

任委員会や 21日から行われる予算委員会の中で審査されることになります。 
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平成 30年 6月定例会 補正予算議案の概要！ 

 
１．子育て支援の充実 
   保育所の安心・安全な環境を確保するための備品

を購入する事業者や、保育士の業務負担を軽減す
るためのシステムを導入する事業者に、補助金を
交付します。 

 
２．教育・文化の充実 
 １）平成 32年 3月から 5月の国際芸術祭の開催向け 

て、準備を進めます。 
   
２）市立中・高等学校の生徒を対象に、ＳＮＳを活用

した悩み全般に係る相談を実施します。 
 
３．その他 
 １）思い出の里市営霊園敷地内に樹林型合葬式墓地を

設置します。 
 ２）岩槻消防署の移転整備及び新大砂土東分団車庫の

整備に向けた実施設計を行います。 
  

http://sakamoto-katsumi.net/


市役所の位置は「さいたま新都心駅周辺」が最も望ましい！？ 

さいたま市本庁舎整備審議会では、旧浦和市・大宮市・与野市における合併協議会において

合意された合併協定書を踏まえ、あるべき「本庁舎のあり方」を念頭におきながら、本庁舎の

整備に関し必要となる事項について、5 年に余りにわたり審議を重ねてきました。 

以下、審議会の意見です。 

 

１、 基本的な考え方及び機能 

１） 効果的、効率的に行政運営が行える庁舎 

２） 防災中枢拠点として災害に対応できる庁舎 

３） さいたま市の都市づくりの一翼を担う庁舎 

４） 長期的な視点から環境にやさしい庁舎 

５） さいたま市のシンボルとなる庁舎 

６） 多様な主体による協働や市民交流が行われる庁舎 

 

２、 規模 

１） 行政部分について 

国土交通省基準等を踏まえ、政令指定都市の本庁舎としての必要な機能を発揮しうる

面積を確保するものとし、34,000㎡程度と想定しました。 

また、現状狭隘となっている市民利用スペースについては、現状を大きく上回る

3,000 ㎡程度と想定しました。 

２） 議会部分について 

円滑な議会活動が行える審議スペース、傍聴スペースを確保するものとし、旧総務省

基準から 3,000 ㎡程度と想定しました。 

３） 全体規模について 

以上のことから、本庁舎の全体規模について、40,000㎡程度と想定しました。 

 

３、 位置 

１） 位置についての基本的視点について 

・高度で広域的な都市機能が集積し、広域的な都市活動や市民活動の拠点となる「都心」

がふさわしいと考えました。 

・災害リスクが比較的少ない台地上で、緊急輸送道路に接近しているところがふさわし

いと考えました。 

・人や情報、施設が集積する場所、交通の利便性の高い場所が相応しいと考えました。 

２） 上記の観点から、「浦和駅周辺地区」及び「大宮駅周辺・さいたま新都心駅周辺地区」

の２つの都心に含まれる「浦和駅」、「大宮駅」及び「さいたま新都心駅」から都市計

画上の一般的な徒歩圏である半径 800ｍのエリアをそれぞれ本庁舎の候補地として

設定し、比較検討を行いました。 

３） 位置について 

3 地区について比較検討を行った結果、「さいたま新都心駅周辺（半径 800ｍ圏内）」

が最も望ましいと考えます。 


